
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
へ
の

「
能
動
的
な
」
貢
献
に
向
け
て

地
銀
は
Ｄ
Ｘ
で
自
ら
の
存
在
意
義
を

再
定
義
せ
よ

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部

マ
ネ
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

粟
倉
万
統

本
質
は

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革

　

本
題
に
入
る
前
に
、
地
域
銀
行
の

歴
史
を
振
り
返
り
た
い
。
明
治
の
第

一
国
立
銀
行
設
立
か
ら
始
ま
っ
て
一

時
は
１
０
０
０
行
を
超
え
た
銀
行

（
私
立
銀
行
・
銀
行
類
似
会
社
含

む
）
は
、
第
１
次
世
界
大
戦
後
の
不

況
を
受
け
、
政
府
の
１
県
１
行
主
義

に
よ
り
１
９
４
５
年
に
は
61
行
ま
で

減
少
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
が
「
地

域
中
小
企
業
へ
の
資
金
供
給
」
を
地

銀
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
銀
行
設
立
規

制
を
緩
和
、
再
び
数
を
増
加
さ
せ
、

今
日
の
地
銀
の
原
型
が
作
ら
れ
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
は
、
円
滑
な
資

金
供
給
の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
を
機
に
、
都
市
銀
行

は
再
編
、
第
二
地
銀
も
大
幅
に
数
を

減
少
さ
せ
る
一
方
で
、
第
一
地
銀
の

再
編
は
進
ま
ず
、
現
在
の
地
銀
１
０

０
行
体
制
（
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行

62
行
、
第
二
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行

38
行
。
２
０
２
１
年
4
月
5
日
現

在
）
に
至
る
。

　

金
融
庁
が
設
置
し
た
検
討
会
議
の

リ
ポ
ー
ト
で
は
、
都
道
府
県
別
に
見

る
と
１
行
単
独
で
も
存
続
不
可
能
な

地
域
が
23
あ
る
と
さ
れ
、
１
県
１
行

主
義
も
立
ち
行
か
な
い
未
来
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
や
異
業
種
参
入
の
影
響
も
大
き
く
、

長
引
く
低
金
利
と
人
口
減
少
、
異
業
種
参
入
な
ど
に
よ
り
、
地
銀
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
今
求
め
ら
れ
る
の
は
再
編
に
よ
る
延
命
策
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｄ
Ｘ
の
概

念
や
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
地
銀
が
再
び
成
長
軌
道
に
乗
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
い
。

弊
社
の
調
査
で
は
、
直
近
５
年
間
に

作
ら
れ
た
口
座
の
約
半
数
が
ネ
ッ
ト

銀
行
の
口
座
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら

に
は
地
域
の
障
壁
は
通
用
し
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
菅
義
偉
内
閣

誕
生
に
よ
っ
て
地
銀
再
編
の
圧
力
が

高
ま
り
、
独
占
禁
止
法
特
例
法
の
整

備
な
ど
再
編
に
向
け
て
の
環
境
整
備

が
進
ん
で
い
る
。
確
か
に
再
編
は
投

資
余
力
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
有
効

な
手
段
だ
が
、
地
銀
が
直
面
し
て
い
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地銀ＤＸから地域ＤＸへ

る
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。

　

な
ぜ
、
再
編
が
進
ま
な
い
の
か
。

そ
れ
は
地
銀
の
経
営
状
況
悪
化
が
構

造
的
問
題
を
背
景
に
し
て
い
る
か
ら

だ
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
の
縮
小
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
に
よ
る
預
貸
ビ
ジ
ネ
ス

の
行
き
詰
ま
り
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
い
っ
た
構
造
的
問
題
が
ジ
リ
ジ

リ
と
経
営
環
境
を
圧
迫
し
て
い
る
。

再
編
を
し
た
と
し
て
も
構
造
的
問
題

が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
再
編
＝
延

命
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
地
銀
は
、
本

質
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

変
革
は
ス
ー
パ
ー
タ
ン
カ
ー
＆

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
の
両
輪
で

　

Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
。
提
唱
者
で
あ
る

エ
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン
教
授

に
よ
る
と
、
単
に
ウ
ェ
ブ
チ
ャ
ネ
ル

を
整
備
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
や
企
業
自
身
（
カ
ル
チ

ャ
ー
や
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
を
デ

ジ
タ
ル
に
よ
っ
て
変
え
る
こ
と
だ
。

そ
れ
は
数
％
の
業
務
効
率
改
善
で
は

な
く
、
桁
を
超
え
る
変
革
を
意
味
す

る
。
次
に
変
革
に
伴
う
複
数
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
て
進
め
る
。
変

革
に
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
レ
ガ
シ
ー
・
前
例
踏
襲
・
抵
抗
勢

力
が
邪
魔
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
し

が
ら
み
を
巧
み
に
回
避
し
て
、
変
革

を
前
に
進
め
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、

「
ス
ー
パ
ー
タ
ン
カ
ー
＆
ス
ピ
ー
ド

ボ
ー
ト
戦
略
」
だ
（
図
表
１
）。

　

「
ス
ー
パ
ー
タ
ン
カ
ー
」
は
、
銀

行
本
体
の
変
革
で
あ
る
。
既
存
ビ
ジ

ネ
ス
を
維
持
す
る
一
方
で
飛
躍
的
な

生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。「
ス

ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
」
は
、
新
た
な
収
益

源
を
求
め
て
本
体
で
は
素
早
く
実
行

で
き
な
い
領
域
に
対
し
て
探
索
す
る

役
割
だ
。
こ
れ
ら
を
両
輪
で
行
っ
て

こ
そ
持
続
的
成
長
が
可
能
と
な
る
。

ス
ー
パ
ー
タ
ン
カ
ー
変
革
で
投
資
余

力
を
捻
出
し
、
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
に

よ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
探
索
に
充
て
る
。

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
に
挑
戦
す
る
中
で

得
た
知
見
・
仕
組
み
は
本
体
に
還
元

す
る
。
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
の
投
資
は
、

不
確
実
性
の
あ
る
挑
戦
で
あ
る
た
め
、

一
定
割
合
を
最
大
損
失
と
し
て
割
り

切
る
、
も
し
く
は
投
資
回
収
を
ス
ー

パ
ー
タ
ン
カ
ー
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
だ
。

　

地
銀
の
コ
ス
ト
の
大
半
は
人
件
費

が
占
め
、
な
か
で
も
店
舗
や
事
務
セ

ン
タ
ー
の
比
重
が
大
き
い
。
こ
れ
ら

の
変
革
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
考
え
方
が
有
効
だ
。
ロ
ボ
ッ

ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
従
来
の

「
人
が
業
務
を
行
い
ロ
ボ
が
一
部
を

自
動
化
す
る
」
と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
、「
ロ
ボ
が

業
務
を
行
い
人
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
」

と
い
う
逆
転
の
発

想
だ
。
イ
ン
プ
ッ

ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
ロ
ボ
が
人
に

対
し
て
チ
ャ
ッ
ト

形
式
で
、
次
に
行

う
べ
き
業
務
を
依

頼
す
る
。
業
務
の

大
半
は
ロ
ボ
が
自

動
実
行
す
る
た
め
、

人
は
顧
客
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
集
中
で
き
る
。

　

弊
社
が
支
援
し

て
い
る
複
数
の
地

銀
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
考
え
方
に
基

づ
き
銀
行
業
務
の

大
半
（
各
種
商
品

の
申
し
込
み
・
契

約
業
務
、
諸
届
変

更
業
務
な
ど
）
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
し
、

店
頭
で
の
口
座
開
設
は
10
分
で
完
結
、

業
務
量
80
％
減
な
ど
、
大
幅
な
効
率

化
を
実
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
タ
ブ

〔図表１〕� スーパータンカー＆スピードボート戦略

（出所） 　アクセンチュア作成（図表２も同じ）

投資余力

本体還元

スーパータンカー スピードボート

店舗改革

（ノウハウ・
　ケイパビリティー）

ロボットオペレーション

リモート営業

既存顧客、既存エリア・既存収益
（例：中・高齢者層、
　　マザーマーケット、金融収益）

新規顧客、新規エリア・新規収益
（例：若年層、域外攻略、非金融収益）

デジタルバンク

中小企業ＤＸ支援

飛躍的生産性向上 探索・チャレンジ

非金融エコシステム構築
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レ
ッ
ト
を
行
員
が
持
ち
歩
け
ば
、

「
銀
行
＝
店
舗
」
か
ら
「
銀
行
＝

人
」
と
な
り
、
過
疎
地
域
へ
の
サ
ー

ビ
ス
維
持
も
可
能
と
な
っ
た
。
チ
ャ

ッ
ト
形
式
の
手
続
き
は
高
齢
者
に
も

評
判
が
良
い
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
目
指
す
顧
客
体
験
を
プ
リ
ン
シ

プ
ル
と
し
て
明
文
化
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
業
務
・
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ス

テ
ム
を
再
定
義
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

行
っ
た
。
優
れ
た
顧
客
体
験
を
目
指

し
て
こ
だ
わ
る
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
業
務
量
の
大
幅
削
減
に
つ
な
が
る

の
だ
。

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
は 

脱
地
銀
の
挑
戦
を

　

最
近
よ
く
聞
か
れ
る
「
デ
ジ
タ
ル

バ
ン
ク
」
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
だ
か
ら

で
き
る
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
銀

行
だ
。
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
は
支
店
の
補
完
で
あ
り
、

端
的
に
言
う
と
「
効
率
化
」
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
銀
行
は
、
デ
ジ
タ
ル
完
結
の

た
め
、
端
的
に
言
う
と
「
安
い
」。

こ
れ
ら
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
バ
ン
ク

は
、
デ
ジ
タ
ル
で
完
結
か
つ
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
「
非
金
融
」
サ

ー
ビ
ス
を
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
」
し

て
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
前
提
」
で
提
供

す
る
銀
行
の
こ
と
で
あ
る
（
図
表

２
）。

　

で
は
、「
地
銀
の
デ
ジ
タ
ル
バ
ン

ク
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
れ

は
、
顧
客
の
人
生
に
お
け
る
信
頼
で

き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
立
ち

位
置
を
実
現
す
る
銀
行
だ
。
従
来
銀

行
は
、
モ
ノ
・
コ
ト
の
決
済
手
段
を

提
供
す
る
役
割
（
川
下
）
を
担
っ
て

き
た
。
一
方
、
異
業
種
は
モ
ノ
・
コ

ト
の
販
売
（
川
中
）
か
ら
銀
行
業
に

参
入
し
て
き
て
い
る
。
地
銀
の
デ
ジ

タ
ル
バ
ン
ク
は
、
モ
ノ
・
コ
ト
の
消

費
の
さ
ら
に
前
に
あ
る
、
顧
客
の
漠

然
と
し
た
悩
み
、
夢
の
実
現
に
対
し

て
ア
プ
ロ
ー
チ
（
川
上
）
す
る
。
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
で
、
金
融
商
品
販
売
に

つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
異
業
種
へ
の

送
客
フ
ィ
ー
が
獲
得
で
き
る
。
何
よ

り
、
課
題
解
決
を
通
じ
た
顧
客
の
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
向
上
が
資
産
と
な
る
。

　

非
金
融
業
界
と
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

構
築
は
、
地
元
の
き
め
細
か
い
情
報

を
集
め
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
。
例

え
ば
、
顧
客
の
住
ま
い
に
関
す
る
希

望
と
地
元
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
得

意
領
域
を
Ａ
Ｉ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

こ
と
や
、
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
就
職

先
ま
で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
を
見

据
え
た
サ
ー
ビ
ス
が
考

え
ら
れ
る
。
銀
行
の
強

み
を
生
か
し
、
顧
客
の

将
来
実
現
し
た
い
ゴ
ー

ル
か
ら
逆
算
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
で
最
適
な
選
択

肢
を
提
供
す
る
こ
と
が

差
別
化
要
素
に
な
る
。

　

法
人
分
野
で
は
、
従

来
の
融
資
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
の
経
営
課
題

を
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
特
に
地
銀
は
、

中
小
企
業
の
経
営
者
と

関
係
が
あ
り
、
経
営
課

題
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

立
ち
位
置
に
い
る
。
地

域
が
抱
え
る
課
題
に
呼

応
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
企
業
を
束
ね
て
、

企
業
の
経
営
課
題
に
応

じ
て
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
し
、
そ

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
も
と
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

高
度
化
す
る
。
例
え
ば
、
共
同
利
用

型
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
基
幹
シ
ス
テ
ム
）
に
よ

り
、
受
発
注
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
共
同
販
路
拡
大
や
共
同
購
買
、

繁
閑
差
を
活
用
し
た
遊
休
資
産
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト

の
挑
戦
は
、
脱
金
融
、
脱
自
前
ブ
ラ

ン
ド
（B

aaS=
B

anking as a Ser-

〔図表２〕� デジタルバンクの定義
デジタルだからできる
新たな価値提供

デジタルバンク

安い効率化

インターネット
バンキング ネット銀行

位置付け 支店の補完

金融サービス

画一的

非金融サービス

パーソナライズ

エコシステム前提

デジタルバンクの特徴

銀行単体

独立・完結サービス

提供価値

提供主体
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地銀ＤＸから地域ＤＸへ

vice

）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
狙
い
で
行

わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
脱
」
地
銀
の
発
想
が
必
要
と
な
る
。

Ｄ
Ｘ
の
た
め
に

三
つ
の
壁
を
乗
り
越
え
よ

　

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
上
で
は
、
規
制
、

Ｉ
Ｔ
、
人
財
と
い
う
三
つ
の
壁
が
存

在
す
る
。
ま
ず
、「
規
制
の
壁
」
に

つ
い
て
は
、
異
業
種
と
の
イ
コ
ー
ル

フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
化
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
不
動
産
仲
介
、
不
動

産
賃
貸
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
運
営
、
シ
ス

テ
ム
販
売
、
業
務
受
託
に
つ
い
て
は
、

一
層
の
規
制
緩
和
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
規
制

緩
和
に
関
す
る
改
正
法
案
が
国
会
で

審
議
中
で
あ
り
、
改
正
後
に
備
え
た

戦
略
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

　

特
に
シ
ス
テ
ム
販
売
で
は
、
地
銀

は
Ｉ
Ｔ
子
会
社
を
持
つ
こ
と
で
地
域

の
Ｄ
Ｘ
の
起
点
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
業
務
受
託
は
収
入
依
存

度
規
制
の
見
直
し
が
さ
れ
れ
ば
、
先

述
の
経
営
課
題
解
決
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
活
用
で
き
る
。

　

二
つ
目
は
、「
Ｉ
Ｔ
の
壁
」
で
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
を
、
①
フ
ロ
ン
ト

（
チ
ャ
ネ
ル
）、
②
ミ
ド
ル
（
デ
ジ

タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）、
③
バ

ッ
ク
（
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
）
の
３

階
層
に
整
理
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
連
係
す

る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
改
革
が
必
要

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
業
務
別
・
チ
ャ

ネ
ル
別
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
し
、
顧

客
が
求
め
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

い
ち
早
く
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。「
ミ
ド
ル
」
上
に
構
築
さ
れ

る
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
は
再
利
用
性

が
高
く
、
複
数
の
地
銀
で
共
同
利
用

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
地
銀
共
同
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
で
、
業
界
全
体
と
し
て
の
効

率
化
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

　

最
後
に
「
人
財
の
壁
」
で
あ
る
。

現
在
、
担
い
手
の
大
半
を
占
め
る
事

務
人
財
と
管
理
人
財
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
へ
の
代
替
が
加
速
す
る
だ
ろ
う
。

将
来
的
に
は
、
銀
行
の
人
財
は
、

「
価
値
を
届
け
る
人
財
」
と
、「
価

値
を
創
る
人
財
」
の
２
タ
イ
プ
に
集

約
さ
れ
る
。
弊
社
で
は
、
内
製
化
支

援
を
通
じ
て
Ｄ
Ｘ
人
財
の
育
成
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
先
行
す
る
地

銀
で
は
完
全
内
製
化
も
実
現
し
て
お

り
、
人
財
育
成
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ

ば
可
能
で
あ
る
。
弊
社
社
員
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
経
験
か
ら
考
え
て
、
本
格

的
な
Ｄ
Ｘ
人
財
の
育
成
に
は
５
年
は

か
か
る
と
み
て
い
る
が
、
実
践
の
場

さ
え
あ
れ
ば
、「
５
年
で
で
き
る
」

と
も
い
え
る
。
Ｄ
Ｘ
は
人
財
育
成
の

好
機
で
あ
り
、
新
時
代
の
リ
ー
ダ
ー

は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
。

地
銀
Ｄ
Ｘ
か
ら

地
域
Ｄ
Ｘ
へ

　

都
道
府
県
別
の
企
業
売
上
高
ラ
ン

キ
ン
グ
を
見
る
と
、
地
銀
は
上
位
に

名
を
連
ね
る
。
そ
の
中
で
も
、
地
元

向
け
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て
い
る
企

業
を
抽
出
す
る
と
、
地
銀
は
ト
ッ
プ

数
社
に
入
る
。
も
は
や
地
方
に
あ
っ

て
地
元
の
た
め
に
働
く
大
企
業
は
地

銀
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
地
銀
の
存
在
意

義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
冒
頭
、
地

銀
の
歴
史
を
振
り
返
る
中
で
、
地
銀

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
地
域
経
済
を
支
え

る
こ
と
に
あ
る
と
紹
介
し
た
が
、
地

域
経
済
の
縮
小
を
地
銀
衰
退
の
言
い

訳
に
は
で
き
な
い
。
地
銀
に
は
自
ら

を
Ｄ
Ｘ
し
、
そ
の
果
実
を
地
域
に
還

元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
地
銀

の
存
在
意
義
は
「
地
域
経
済
・
社
会

の
活
性
化
へ
の
『
能
動
的
な
』
貢

献
」
と
あ
ら
た
め
て
定
義
さ
れ
る
べ

き
だ
。
従
来
の
金
融
の
枠
組
み
を
超

え
て
地
域
の
個
人
・
法
人
の
課
題
を

解
決
し
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
と
つ

な
げ
る
。
地
銀
は
日
本
社
会
の
課
題

解
決
の
起
点
と
な
る
べ
き
だ
。

　

確
か
に
地
銀
の
経
営
環
境
は
厳
し

い
。
残
さ
れ
た
時
間
的
猶
予
が
少
な

い
の
も
事
実
だ
。
し
か
し
、
今
を
逃

せ
ば
変
革
に
向
け
た
投
資
さ
え
行
え

な
く
な
る
。
地
銀
に
は
独
自
の
強
み

が
あ
る
。
地
元
の
深
い
情
報
、
培
っ

た
信
頼
、
真
っ
先
に
困
難
に
直
面
し

て
い
る
が
故
の
危
機
感
、
規
模
の
小

さ
さ
に
よ
る
機
動
力
の
高
さ
だ
。
こ

れ
ら
の
強
み
を
生
か
し
て
、
地
域
ご

と
の
個
性
あ
る
銀
行
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
で
、
勝
機
は
あ
る
と
筆
者
は

確
信
し
て
い
る
。
実
際
、
弊
社
が
支

援
し
て
い
る
複
数
の
地
銀
で
は
、
日

本
初
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と

生
ま
れ
て
い
る
。
地
銀
の
未
来
は
明

る
い
。

あ
わ
く
ら　

た
か
つ
な

15
年
以
上
に
わ
た
り
、
銀
行
・
ペ
イ

メ
ン
ト
業
界
に
お
け
る
中
長
期
経
営

計
画
策
定
、
Ｄ
Ｘ
支
援
、
デ
ジ
タ
ル

・
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
戦
略
、
事
業
戦
略

立
案
、
全
社
構
造
改
革
、
統
合
支
援

な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。
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